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1．まえがき

　ユリ球根に発生する炭疽病（Colletotrichum lilii

PLAKIDAS）は，わが国に生産される鉄砲ゆり，とくに

鹿児島県大島郡沖永良部島産鉄砲ゆり（通称エラブ鉄

砲）の重要な病害の一つである。本病は，球根の発育を

阻害し，あるいは貯蔵輸送中に蔓延して輸出検査時に不

合格の原因となることが多く，輸出用エラブ鉄砲に与え

る影響は大きい。しかし，わが国における本病の防除試

験の報告は，2・3あるに過ぎず，しかも防除法として

確立したものは少ない。すなわち，桜井ら（1952）は，

ボーメ0．5度石灰硫黄合剤，5，000倍昇示液，800倍ウ

スプルン液，温湯などの30分浸漬ならびにセレサン粉

衣によって圃場試験を行なっているが，温湯は発芽障害

を起して不適であり，その他のものでは石灰硫黄合剤30

分浸漬がもっとも実用的であるとしている。また，欧米

においては，2・3の研究が行なわれており，とくに，

LEBEAu＆REYNOLDS　（1947）は，防除剤として

Puratized　N5E，N5X（Phenyl　mercuric　triethanol

ammonium　lactate）をあげ，植付前に1，000～2，000倍

液に48時間浸漬した場合相当の効果が認められるが，さ

らに再感染を防ぐためにArasan（Tetramethyl　thiuram

disulfide）粉衣を行なえば持続的な防除効果があるとし

ている。

　これらの報告にもとづいて藤井（1963）は，昭和37

年からわが国輸出鉄確ゆりの80％，約300万球の実績

をもつエラブ鉄砲，ジョージヤ，アンゴーおよび佐伯

30号の3品種を用いてクロールピクリン処理圃および

無処理圃において，2，500倍ウスプルン液，800倍ポマゾ

ールF，6～6式ボルドー液の各30分浸漬ならびにチオ

ノツク（大内新興化学工業，Tetramethyl　thiuram　disul一

fide40％）の1球当り1g粉衣（球根重量並約10％）

を行なって防除効果を調査したが，無処理圃とタロール

ピクリン圃の間には差が認められず，ウスプルン，ポマ

ゾールF，ボルドー液処理区は殆んど効果を認めず，チ

オノツク粉衣区は各品種とも著しい効果を示し，とくに

本病に罹病しやすいジョージヤ種では80％以上の無病

球を得た。

　以上の結果から，著者らはユリ根に対して処理しやす

いチオノツタ粉衣が極めて有効なことに着目し，さらに

本防除の経済的処理法を確立するための試験を行なっ

た。

2．供試材料および方法

　（1）　圃場：北九州市門司区大里柳原町，門司植物防

疫所実験圃場（赤色粘土質壌土で，日当りよく排水も比

較的良好）

　（2）　供試球：鹿児島県大島郡沖永良部島昭和38年

度産鉄砲ゆりで，青軸系としてジョージヤ，黒軸系とし

てアンゴー・佐伯30号，佐賀県東松浦郡鎮西町昭和38

年度産黒軸鉄砲ゆり，長崎県南高来郡南串山村昭和38

年度産黒軸鉄砲を供試したが，エラブ鉄砲はいずれも球

周6～9cmの一年生木子，佐賀，長崎県産黒軸鉄砲ユ

リは球周10－12cmの二年生球根で，植付時の炭疽病

付着程度は，凹陥型病斑はまれで大半が焼け型であり，

外部鱗片の半分以上に本病斑を認めた。

　（3）　調査方法：試験区は，各晶種ともチオノツクの

重量比10・5・25％粉衣および無処理の4処理3区制と

し，エラブ鉄砲は各区約22球計788球，佐賀，長崎黒

軸鉄砲は各区約13球計298球を用いた。処理球の植付
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けは，昭和38年11月7日，肥料は基肥としてN5・

P10・K13を1球当り70g，追肥として1球当40g

施用した。球根堀上後の被害調査は，掘上直後の昭和

39年7月24日とその後26日目の8月19日に行ない,

堀上げ後の病徴変化もあわせて調査した。被害程度は便

宜的につぎの4段階に分類して検討した。

　激：球根の外部鱗片（表裏）の1/2以上に病斑を認

　　　めたもの

　　多：1/3～1/2程度に認めたもの

　　中：4～5枚から1/3程度に認めたもの

　　少：1～3枚に認めたもの

　　健：球根の外部鱗片（表裏）に全く病斑を認めない

　　　もの
　なお被害状況は，凹陥型・焼け型病斑を鱗片上に1点

でも認めた場合，鱗片1枚として計上した。

3．調査結果

　罹病球を消毒した場合の健全球の出現率は，ユリ輸出

に際する経済的効果と直接関係があり，個々の球根被害

の軽減程度の比較検討とともに本調査の重要な目標であ

った。防除効果を各処理区の各被害程度分類（激，多，

中，小，健）の各処理区総球数に対する比率をもって表

すと第1表のとおりである。

回に比してジョージヤ，佐伯30号でやや減少するが，

アンゴーでは殆んど同一であり，佐賀・長崎鉄砲でも大

体同一の傾向を示した。なお，被害程度の少の区分は，

ごく僅かの症状のものであり，これをほぼ健全とみる場

合は，エラブ鉄砲の健全球出現率は，処理区において2

回とも90％以上であった。

（2）被害程度

　第1回と第2回調査の約1ヵ月間の動きをみると，処

理区においてはアンゴーが時期による変動を示さず極め

て安定した効果を示したが，佐伯30号・ジョージヤで

はわずかに被害が進行していた。無処理区では，エラブ

鉄砲3品種とも被害程度が相当に進行したが，ジョージ

ヤにおいて著しく，佐賀・長崎産黒軸鉄砲では，この動

きは処理・無処理の別なくほとんど認められなかった。

　エラブ鉄砲においては，第1図，第2回調査とも処理

区と無処理区の間に被害程度に明瞭な差が認められ，と

くにジヨージヤにおいて著しかった。しかし，佐賀・長

崎産黒軸鉄砲では両者間にほとんど差を認めず，本処理

の効果を確認することができなかった。

　エラブ鉄砲3品種の処理区間では，佐伯30号・ジョ

ージヤで処理濃度が高くなるにつれて被害程度がやや減

少したが，それらの間には明瞭な差を認め難く，とくに

アンゴーでは全く差を認めなかった。
（1）　健全球の出現率

　第1回調査時における各区健全球の占める割合は，エ

ラブ鉄砲3品種で無処理区が10％以下であったが，ジ

ョージヤ，アンゴーでは処理区はすべて80％，佐伯30

号では55％以上であった。しかし，佐賀・長崎鉄砲で

は，無処理区が25～30％，処理区が30パ58％でやや

上回る程度であった。第2回調査時には，この割合は前

４．考　　　察

　鉄砲ユリの炭疽病防除についてはすでに紹介したよう

に，LEBEAU＆REYNOLDS（1947）は有機水銀剤によ

る浸漬と有機硫黄剤粉衣との併用効果をあげているが，

わが国で本病被害の著しいエラブ鉄砲において，生産地

である島の立地条件やユリ球根消毒の困難さから処理方

第1表　チウラム剤粉衣処理によるユリ炭疽病の防除効果

処 品 種 名

理
濃
度

ジ　ョ　ー　ジ　ヤ アンゴー　1　佐伯30号 佐　賀　黒　軸 長　崎　黒　軸
一　　一健全　　少　　中　　多　　激 襲中多激陰少中多激 篁少中多激

健
全
　
　 少　　中　　多　激

　斎嬰｛1

5｛1

25｛1

難｛1

斎芽

95，5　4．5　　0　　0　　0

82．111．9　1．5　4．5　　0

88．0　9．3　　0　2．7　　0

80．515．6　2，6　1．3　　0

84，612．3　1．6　1．5　　0

59．729．0　8．1　3．2　　0

7．0　5．315，829，842．1

7，1　　0　　026，866．1

93．9　　6．1　　　0　　　　0　　　　0　　82，6　15．9　　　　0　　1．5　　　　0

95．5　　4．5　　　　0　　　　0　　　　0　　52．2　30．4　11．6　　5．8　　　　0

　　　　　87，8　10．8　　1．4　　　　0　　　　0　17｛）．1　22，4　　4．5　　1．5　　1．5

　　　　　87．8　10．8　　1．4　　　　0　　　　0　 47．7　37．3　　9．0　　3．0　　3，0

81．5　11。4　　7．1　　　0　　　　0　　54．7　26．6　　7．8　10。9　　　　0

84。3　10．0　　5．7　　　　0　　　　0　 46，2　27．6　　7．7　12．3　　6。2

10．3　22，1　19．1　35．3　13．2　　　6．4　34．0　27，7　17．0　14．9

21。7　　8．7　14。6　30．4　24。6　　10．6　12．8　17，1　25．5　34，0

31．644．715．8　7，9　　0

68，415．813，2　2．6　　0

40．548．610．8　　0　　0

51．443，2　5．4　　0　　0

47．442．1　7．9　2．6　　0

57．939．5　2．6　　0　　0

30・84LO20・57・7　0
41，025．620．512．8　　0

57．926，315，8　　0　　0

64．818．913．5　2．7　　0

36．660。9　2．4　　0　　0

58．531．7　9．8　　0　　0

46．746．7　6．7　　0　　0

43．350，0　6、7　　0　　0

24．343．232．4　　0　　0

32．443．218．9　5．4　　0

＊　調査時期　Ⅰ　掘上げ直後，Ⅱ　掘上げ1ヵ月後
＊＊　表中数字は各被害度球根の出現率（％）
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左列,堀上直後のユリ球根,右列堀上後26日目のユリ球根（品種はジョージヤ）

上段より無処理区、チウラム粉剤2.5％、10％処理区
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法の適用範囲が狭く，簡便な粉剤処理が望まれていたと

ころ，本試験によって植付前のチゥラム剤単用粉衣で相

当の防除効果を確認することができた。すなわち，処理

区においては健全球の出現率は極めて高く，また，被害

球もごく軽い症状で，被害の軽減さらには治病という卓

越した効果を示し，さらに本処理の堀上後の持続効果も

極めて高かった。

　また，処理区間にも差を認めず，低濃度の薬剤を使用

しても充分な効果があることがわかったが，これは球根

に軽く粉衣する程度で十分の効果を期待できることを意

味するものであり，経済的なユリ栽培の一環としてとり

入れることができるものと思われる。

　なお，佐賀・長崎産黒軸鉄砲では，エラブ鉄砲のよう

に明瞭な防除効果を認めなかったが，これらの地方での

炭疽病被害はさほど問題になっておらず，とくに本処理

の必要を認め難い。

5．摘　　　要

　エラブ鉄砲ユリ球根の重要な病害であるユリ炭疽病防

除については，植付前のチウラム剤粉衣が有望であるこ

とから，経済的防除法を確立するため，種球の重量に対

して10・5・2.5％の粉衣処理を行なった結果，ジョージ

ヤ・アンゴー・佐伯30号等の代表的エラブ鉄砲では，

無処理区がともに10％以下の健全球しか得られなかっ

たに反して，処理区は各品種とも顕著な防除効果を示

し，とくにジヨージヤ・アンゴーでは80％以上の健全

球が得られた。

　輸出ユリ球根は，掘上げてから輸出するまで約1ケ月

の輸送期間があり，通常輸出直前に植物検査が行なわれ

るが，掘上後1ケ月目の状態を調査した結果，無処理区

では，被害が相当に進行したが，処理区ではアンゴーで

変化なく，佐伯30号やジヨージヤ種ではごくわずかに

被害が進行していた。

　また，処理区間では，佐伯30号，ジョージヤでは高

濃度において被害程度がやや減少するが・アンゴーでは

濃度による差を認めなかった。

　エラブ鉄砲3品種のほか，佐賀・長崎産黒軸鉄砲に対

しても防除効果を調査したが，ともに炭疽病による被害

は極めて少なく，防除効果を確認することができなかっ

た。

　以上の結果から，エラブ鉄砲の炭疽病防除には，実用

的には品種を問わず植付前にチウラム粉剤2。5％粉衣で

十分であり，これ以下の濃度でもかなりの防除効果を期

待できるものと思われる。
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Summary

　In　an　effort　to　work　out　a　practical　method　for　the

control　of　the　black　scale　of　lily，　Colletotrichum  lilii

PLAKIDAS，which　is　one　of　the　diseases　of　economic

importance，the　writers　studied　the　effect　of　a　pre－

Planting　dusting　of　bulbs　with　thiuram　powder（Tetra－

methyl　thiuram　disulfide 40％) at　the　ratio　of 2.5％,

5％ and 10％，respectively，to　the　weight　of　lily　bulbs.

The　so－called　Erabu　lilies（Georgia，Ango　and　Saheki

No．30）from　Kagoshima　Prefecture　and　the　Easter

lilies　from　Saga　and　Nagasaki　Prefectures　were　em－

ployed for this test.

　A satisfactory control was obtained with Erabu lilies

when　assessed　immediately　after　lifting，whereas　no

appreciable　control　was　observed　with　Easter　lilies．

No　great　difference　in　the　control　effect　was　found

among　the　dosages　of 2.5％,，5％ and 10％.The

untreated　bulbs　suffered　graduαlly　from　the　damage　of

black　scale　during　storage，but　the　treated　remained

in　good　condition　one　month　after　lifting.


